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第１回ＷＷＬ研究大会・第 29回高校教育研究協議会ご案内 
  
厳寒の候，皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 
さて，本学附属高等学校は 5年間の SGH校の指定を終え，今年度より文部科学省ＷＷＬ（ワールド・

ワイド・ラーニング）コンソーシアム構築支援事業（以下「WWL 事業」という）における拠点校に指
定されました（管理機関は金沢大学）。WWL 事業においては，北陸圏域における先進的な取組みを行っ
ている高校や，先端的な技術を活用し，事業展開している企業，海外のトップレベルの高校などにより
持続的なネットワーク（「北陸ＡＬネットワーク」）を構築し，北陸圏域における「持続可能な世界を実
現し，Society5.0 を牽引するグローバル・リーダーの育成」を目的としています。 
ついては，WWL 事業の拠点校としてその取り組みを紹介すべく，下記のとおり第１回ＷＷＬ研究大

会・第 29 回高校教育研究協議会を開催いたします。今回は，ＷＷＬ事業に関する「公開授業」および
「総合的な探究（学習）の時間」についての発表会を行うこととしており，この発表会においては，各
生徒が皆様に向けての発表という形式になっております。また，これらに加えて，様々な取り組みに対
し生徒がどのように受け止めているかを客観的に評価するために，公開授業の整理会には生徒も参加し，
生徒の生の声を聞く機会を設けることを考えております。 
このほか，前日の 21 日の午後には，1年生全員が総合的な探究の時間の一環で，地元の企業向けに本

校体育館でポスターセッションを行うこととしており，併せてご参観いただけると幸いです。 
本校の実践や今後の計画につきまして，より良いプログラムを目指したいと考えており，公務ご多忙

の折とは存じますが，多数の皆様にご参加をいただき，ご指導，ご助言を賜りたく，ご案内申し上げま
す。 
 
１．主  催 金沢大学 金沢大学附属高等学校 
２．日  時 令和 2年 2 月 22 日（土） [21 日（金）：1年生によるポスターセッション] 
３．会  場 金沢大学附属高等学校   〒921-8105 金沢市平和町 1丁目 1番 15 号 
                    ＴＥＬ（076）226-2154（代表） ＦＡＸ（076）226-2150 
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４．日  程 
 期 日 2020 年 2月 22 日（土） 
   受    付   9：30～10：00 
   公 開 授 業  10：00～10：50   
   授業 整理会  11：05～12：00 （生徒参加～11：35） 
             昼休み 
   総 合 発 表   13：00～15：15 有朋館（本校同窓会館） 
   全  体  会  15：30～16：15 有朋館 

管理機関挨拶    金沢大学 
研究報告      金沢大学附属高等学校 研究企画部 

閉 会 行 事   16：15～16：20 有朋館 
 

   懇 親  会  17：00～18：30 有朋館 
 
 [※21 日（金）13：25～15：15 本校体育館にて 1年生による企業向けポスターセッション] 
 
５．公開授業 10：00～10：50 

学
年 

クラス 
（教室） 教科 内    容 授業者 

1
年 

１B 
 

(1B 教室) 
国際教養 基礎 

本校では，ＷＷＬ事業の拠点校として今年度から新たに「国際教
養 基礎」という教科（科目）を設定しました。総合的な探究の
時間を土台とした文理融合科目です。探究活動を行うにあたっ
て，その理論的な部分を抜き出したものです。本時は，2019 年
にベストセラーとなった本を土台として，世界を正しく理解する
方法を実践します。 

塚田 章裕 

２
年 

２年文系 
 

(2A 教室) 

英語 
（コミュニケー
ション英語Ⅱ） 

教科横断の文脈における CLIL の在り方に挑戦します。今年度は
日本史・地理・英語で試みます。教科教育としてそれぞれ単独で
成立している授業が，コラボすることで相乗効果を発揮する。そ
の実現に向けて，日々議論を重ねています。当日，一形態を提案
できるよう頑張ります。 

真木 啓生 
宮崎 嵩啓 
室谷 洋樹 

２年理系 
 

(2B 教室) 
数学 

（数学Ⅲ） 

オランダの数学教育を手掛かりとして，感染症の流行を数学的に
捉え，数列の問題として定式化します。ICT を活用して数列の初
期条件依存性やパラメタ依存性，極限などを調べ，感染症の蔓延
を防ぐ条件の考察につなげていきます。 

酒井 佑士 
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６．公開授業整理会 11：05～12：00 
教 科 授業者 教室 助言者 

国際教養 基礎 塚田 章裕 １Ｂ 松田 淑子（金沢大学教職大学院） 

英語科 
真木 啓生 
宮崎 嵩啓 
室谷 洋樹 

２Ａ 山崎  勝（埼玉県立和光国際高等学校） 
木村 健太（広尾学園中学校・高等学校） 

数学科 酒井 佑士 ２Ｂ 光永 文彦（西大和学園中学校・高等学校） 

 
７．総合的な探究（学習）の時間 発表会 13：00～15：15 

 教室 教科 内    容 

１
年
生 

有朋館 
総合的な探究の時間 
「地域活性化プロジ

ェクト」 

身近な地域の課題解決を目指す本プロジェクトでは，今年度新た
にフィールドワークを取り入れ，地域に密着した「実践」を重視
してきました。「エコ」の観点から商店街を PR するエコショップ・
マップ製作，次年度実践決定の「竪町芸術祭」，「地産地消」アイス
の製作販売，地域の観光資源「用水」を若者目線で切り取ったリ
ーフレットの作成など，様々なプロジェクトが進行中です。21 日
(金)は全チームがポスター形式で，翌 22 日(土)は優秀チームがプ
レゼン発表します。 

２
年
生 

有朋館 総合的な学習の時間 

2 年生の『グローバル課題研究』は，1 年時の『地域課題研究』の
研究手法を活かし，グローバル課題(SDGs)の中から，個人テーマ
を設定し，ゼミ形式の指導の下，課題解決学習を行いました。約
２か月毎に１回，自分のゼミ担当以外の教員・１年生への中間発
表を経て，また 12 月には，金沢大学より留学生を迎え，英語での
プレ発表を行いました。２年生１月にはシンガポールに赴き，自
分たちのグローバル課題解決案を発表します。また，3 月の北信越
フォーラムを始めとしたさまざまな場所での課題研究発表会も行
います。最終的には自分の課題研究を論文としてまとめ，学びを
内在化することを目標としています。 
当日は，その一端として，一部生徒の英語発表を見ていただきま
す。 

 

8．懇親会 17：00～18：30 
会 場：有朋館 

 会 費：2,000 円（別途 徴収させていただきます。） 
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9．会場への順路 
(1) JR 金沢駅から
・バ ス： 東口北鉄バスのりば⑩番から「平和町」「金大附属学校･自衛隊前」方面行き（20 番・21

番・22 番・25 番系統）に乗車，「金大附属学校･自衛隊前」で下車。 
（約30分，バス料金 250円）＊「平和町」行きの場合は，終点「平和町」より徒歩 3 分。 

・タクシー： 平和町･金沢大学附属高等学校まで（約 25 分，料金約 2,500円）

(2) 自家用車
北陸自動車道・金沢西インターより，西インター大通り（野田専光寺線）を直進。（約 30分）
山側環状道路をご利用の場合は，野田町西交差点から北に入り，最初の信号（野田町交差点）を
寺町方面へ左折してください。（駐車場は校内にございます。）

(3) 宿 泊 各自ご手配下さい。 

10．参加申し込み（参加費不要） 
申し込み用紙をコピーして必要事項をご記入の上，令和 2年 2月 12 日（水）までに，郵送または FAX，
メールでお申し込み下さい。申し込み用紙は本校ホームページからもダウンロードできます。
（URL  http://partner.ed.kanazawa-u.ac.jp/kfshs/）
フォームからも申し込みできます。   https://forms.gle/uaLbNEAsp5Bd6ZCQ6

◎ 申し込み先

金沢大学

武蔵 
ヶ辻

野町

犀川

国
道
８
号
線

浅
野
川

浅
野
川

犀
川

山
側
環
状
道
路

至 森本･津幡

至 野々市･松任

広小路

香林坊 

金
沢
西
IC

金大附属小･中学校

県
庁

至 四十万･鶴来

北
鉄
石
川
総
線

至 森本･津幡

兼六園

金大附属高校 自衛隊

大桑

野
田
町
西

野田町

寺町

金沢大学附属高等学校 研究企画部 
〒921-8105  金沢市平和町 1 丁目 1 番 15 号 
TEL （076）226-2154 FAX （076）226-2150 
E-mail  ysumaki@adm.kanazawa-u.ac.jp

4 


